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・(静鉄)新静岡駅から徒歩 3 分 

・(JR)静岡駅から徒歩 10 分 

たのがく静岡教室(渋川ビル 2 階) 

                                                                 

                                                              静岡市民文化会館 

 

                                                                               水落交番   常葉大学 

 

北街道 

 

                                        大成中学校・高等学校 

                          

 

学生服のやまだ 

                              

  

 

 

 

     新静岡セノバ 

 

たのがく静岡教室 

〒420-0856 静岡市葵区駿府町 1-36 渋川ビル 2 階 

☎ 054-247-0999(総合受付)  090-3070-2522(教室直通) 
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                                                                             水色の建物です 

                        ローソン清水三光町店 

 

 

 

                                                 お弁当どんどん 

                    [清水駅へ・新清水駅へ] 

 

 

 

 

 

 

                                                     静誠学習塾(たのがく)           清水小学校 

                  清水第三中学校 

                                                    [清水駅から(約 11 分)・新清水駅から(約 8 分)] 

                                                    しずてつジャストライン 

                                                    第三中学校前下車(静誠学習塾まで徒歩 1 分) 

 
 
 
 

たのがく清水教室 

〒424-0946 静岡市清水区八千代町 8-1 

☎ 054-353-2522(総合受付)  090-3480-2522(教室直通) 
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        ってなに？ 
最近では「大人の発達障害」という言葉が広く知られるようになり、発達障害に対する世間一般

の認知度が以前よりは高まりました。しかしながら、未だ決して十分に理解・対応がされている

状況とは言えません。発達障害の一例として、「ASD・ADHD・DCD」だけでなく「限局性

学習症(学習障害・LD)」も知られていますが、小学生・中学生・高校生への限局性学習症に対す

る理解や対応も、まだまだ不十分な状況であると感じられます。 

 

また、人間関係でのトラブルや学業不振に限らず、様々なことがきっかけとなって不登校になる

子どもさんは、全国的に年々増加傾向にあります。 

文部科学省のデータでは、不登校の子どもさんの割合は学年が進むにつれて高まり、中学校 3 年

生が最多となっています。そして、実際に不登校となっている子どもさんへの調査では、不登校

を選択した理由として、「授業の内容がよくわからない・授業についていくことが難しい」と答

えた子どもさんの割合が約 50%と半数を占めています。 

「学校へは行きたい」でも「勉強についていける自信がない」というように、「学校には行きた

いけれど、行くことができない。」という子どもさんが、特に小学校の中学年以降に多く存在し

ます。また、学業とは関係なく人間関係のトラブルなどにより、学校での居場所の確保が難しく

なっている子どもさんも決して少なくありません。 

 

このような状況を少しでも改善したいと考え、「学習に困難さを感じている子どもさん」や「不

登校で悩まれている子どもさん」への「学習支援」や「安全で安心できる快適な居場所の提

供」、そして「保護者様を支えることができる存在」が必要であると考え、「学習塾運営のノウ

ハウ」と「放課後等デイサービス運営のノウハウ」を融合し、「学びを楽しもう！」をモットー

とした総合支援塾である「たのがく」のサービスを開始いたしました。 

 

合同会社 Webcila 

代表 生井和彦 
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        の無料相談 
「学習における困難さ」や「学校生活や日常生活での困難さ」、「不登校に関するお悩み」に限

らず、保護者様が感じられている様々な疑問やお悩みなどにつきまして、ゆっくりと時間をかけ

てお聞きするだけでなく、保護者様や子どもさんと一緒に改善策などを考えたり、ご希望に応じ

て各種連携機関などにもお繋ぎしたりいたします。 

私たちは無理に入塾をおすすめするようなことは決してございませんので、まずはお気

軽にご相談ください。 

 

        の各種検査・学力診断 
たのがくでは、「一人ひとりの子どもさんに合う学習支援」を提供するため、以下の検査・学力

診断につきましては希望される方を対象としまして無料にて実施をしております。 

また、たのがくへの通塾を検討されている子どもさんの「各種検査・学力診断のみの実施」も承

っておりますので、お気軽にご相談くださいませ。 

※各種検査・学力診断の実施時に「生育歴」や「ご家庭や学校などでの普段のご様子」をお伺い

したり、WISCなどの各種検査結果を確認させていただいたりする場合もございます。 

[①WAVES検査] 

[検査時間] 

50 分ほど (※保護者様への説明[当日可])30 分ほど) 

[検査目的] 

・「見る力・見たものを正確な形として捉える力・見たものを覚える力」を評価する。 

[検査対象の子どもさん] 

・黒板の内容をノートへ書き写すのに時間がかかってしまう。 

・字の大きさが安定せず、バランスが悪い。 

・音読や黙読をしている時に、文字や行を読み飛ばしてしまう。 

・枠の中に文字や数字がおさまらない。(はみ出してしまう) 

・漢字を写すときに、微妙に形が違っている。(似た形の漢字と間違えることが多い) 
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[②URAWSS検査] 

[検査時間] 

50 分ほど (※保護者様への説明は後日の面談にて) 

[検査目的] 

・「学習に影響しやすい読み書き速度」を評価する。 

・「読み書きの遅さの結果」を分析することで、読み書きの困難さがどこから来ているのかを明

らかにし、子どもの読み書きを支援できる方策に結びつくような結果の解釈を行う。 

・「読み書きが苦手な子どもたち」に、支援技術等を活用した支援を行う。 

[検査対象の子どもさん] 

・黒板の内容をノートへ書き写すのに時間がかかってしまう。 

・読み書きの「速さ」と「正確さ」に困難が見られる。(流暢に読み書きができない) 

・音読がたどたどしい。 

・書くことに苦手さを感じている。 

・文字を見て認識することは難しいが、音を聞いて読み書きすることはできる。 

 

[③簡易読み書き診断] 

[検査時間] 

30 分ほど (※保護者様への説明は後日の面談にて) 

[検査目的] 

・「音読や書字の正確さ・音読の流暢さ・読み速度・書字速度」を評価する。 

・音読と書字における「正確さ・流暢さ・速度」などを分析することで、読み書きの困難さがど

こから来ているのかを明らかにし、子どもの読み書きを支援できる方策に結びつくような結果

の解釈を行う。 

・「読み書きが苦手な子どもたち」に、支援技術等を活用した支援を行う。 

[検査対象の子どもさん] 

・黒板の内容をノートへ書き写すのに時間がかかってしまう。 

・読み書きの「速さ」と「正確さ」に困難が見られる。(流暢に読み書きができない) 

・音読がたどたどしい。 

・書くことに苦手さを感じている。 
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[④書字力診断] 

[診断時間] 

30 分ほど (※保護者様への説明は後日の面談にて) 

[診断目的] 

・書字の困難さの原因となる運筆を確認する。 

[診断対象の子どもさん] 

・字の大きさが安定せず、バランスが悪い。 

・枠の中に文字や数字がおさまらない。(はみ出してしまう) 

・書くことに苦手さを感じている。 

 

[⑤算数力簡易診断] 

[診断時間] 

各学年 5 分〜10 分ほど(所属学年によっては複数回に分けて実施をします) 

※保護者様への説明は後日の面談にて 

[診断目的] 

・算数における「基礎計算力・問題への取り組み方」などを確認する。 

[診断対象の子どもさん] 

・算数に関して苦手さを感じている全ての子どもさん 

 

[⑥算数力詳細診断] 

[診断時間] 

各学年 120 分〜240 分ほど(所属学年によっては複数回に分けて実施をします) 

※保護者様への説明は後日の面談にて 

[診断目的] 

・算数における「計算力・単元ごとの理解状況・文章問題への対応力」などを確認する。 

[診断対象の子どもさん] 

・「算数力簡易診断」にて、詳細な診断の必要性が見られる子どもさん 
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[⑦国語力簡易診断] 

[診断時間] 

各学年 5 分〜10 分ほど 

※保護者様への説明は後日の面談にて(所属学年によっては複数回に分けて実施をします) 

[診断目的] 

・「各学年で学習した基礎漢字の定着度・短い文章における読解力」などを確認する。 

[診断対象の子どもさん] 

・国語に関して苦手さを感じている全ての子どもさん 

 

[⑧国語力詳細診断] 

[診断時間] 

各学年 30 分〜120 分ほど(所属学年によっては複数回に分けて実施をします) 

※保護者様への説明は後日の面談にて 

[診断目的] 

・「物語文と説明文における読解力・語彙力・国語ルールの定着状況」などを確認する。 

[診断対象の子どもさん] 

・「国語力簡易診断」にて、詳細な診断の必要性が見られる子どもさん 
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         の支援方法は？ 

[(1)       の支援に対する考え] 

[①学習支援] 

学習に対する意欲を下げてしまうだけでなく、不登校になる要因の多くを占めている「学習の困

難さ(授業がわからない・学習についていけないなど)」においては、いま学習している内容が理

解できないからといって、単純に「取り組む問題・学習内容」の難易度を下げて支援をするだけ

では、何の解決にもなりません。 

学習を進める際の障壁となっている要因を精査し、「どの学年」での「どの学習内容」でつまず

いているのか、または「見る・読む・聞く・書く・話す・考える」のどこかに要因があるのか、

それとも「その他の障壁」が要因となっているのかを支援者が理解・把握し、「その障壁を乗り

越えさせる」・「その障壁の高さを下げる」・「その障壁を取り除く」ということをしなければ

ならないのです。 

そして、このように個々で異なる障壁への対策をすることによって、子どもさん自身に「でき

た！」・「自分はできるんだ！」・「わかるって楽しいんだ！」という感覚を繰り返し体験させ

ることが、子どもさんの「学習に対する自己肯定感」を高めていくだけでなく、そのような体験

の中で「自分自身にできること」・「うまく取り組めないこと」に対する自己認知ができるよう

になり、少しずつ「自分自身を受け入れる」・「うまく取り組めないことに対するサポートを求

めることができる」ことへと繋がっていくのです。 

 

[②不登校支援] 

不登校になる要因は様々なのですが、それらの要因の一つに、不登校の子どもさんにとって、

「学校は安全・安心・快適な居場所だ」と感じることが難しい状態であることが挙げられます。 

対人関係に悩み苦しみ、心身ともに疲れ果てた状態となり、それでも頑張って学校に通おうと努

力した結果、「頑張ろうとするエネルギーが枯渇してしまった状態」であるとも言えるのです。 

このような場合、まずは子どもさんにとって拠り所となる「ほっとできる場所」・「なにもしな

いで自由に過ごすことができる時間」を用意し、充分な時間をかけて心のエネルギーを回復させ

ることが大切なのです。 
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このような理由から、子どもさんの状態によっては「たのがくで落ち着いた時間を過ごすこと」

を最優先していただき、当面は学習に取り組ませることなく、まずは「心の回復」を目指す場合

もございます。 

※たのがく以外の「より子どもさん本人に合った連携機関」をご紹介させていただく場合もござ 

います。 

 

 

[(2)       での学習]  

学習を進めるうえでの障壁は、「学習内容そのもの」の中にあるとは限りません。 

「見る力・読む力・聞く力・書く力・話す力・考える力・手指の巧緻性」などを多面的に強化す

ることに加え、「自身の得意な力を利用して苦手な力を補う」という考えも必要なのです。 

たのがくでは、「在籍学年での学習内容」に関する支援はもちろんのこと、学習のつまずきとな

っている要因を精査し、必要に応じて「つまずきが見られる学年」にまで学習内容を遡り、子ど

もさんの学習理解度に応じて「本当に必要な学習内容」に絞って指導をするだけでなく、「電

卓・タブレット・パソコン」などをサポート機器として使用したり、書くことに拘らない学習方法

を取り入れたりすることによって、多方面から学習と向き合う力を養っていくことに加え、学習に

対する負担を軽減しながら「できた！」を実感させていきます。 

また、不登校からの復学を希望される子どもさんに対しましては、復学時に小中学校での学習に対す

る遅れが出にくいようにもサポートをしてまいります。 

 

 

[(3)       のプログラミング]  

2020 年度より小学校で、2021年度より中学校でプログラミング教育が必修化されています。 

プログラミング教育というと、将来 IT企業に勤めることを考えていない人にとっては、特に関係

のない話のように思われるかもしれません。しかし、プログラミング教育は「順序立てて考え、

試行錯誤し、ものごとを解決する能力」を身につけるために学ぶものであり、これは学習療育の

一環としても、たいへん効果的なものです。 

たのがくでは、子ども達に人気の「マインクラフト」を題材としたプログラミングソフトを使用

し、楽しみながらプログラミング感覚を身につけさせていきます。 
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[(4)       の読書スペース(よみくる)]  

読書には、「語彙が増える」・「文章力が養われる」・「教養や知識が身につく」・「想像力が

豊かになる」だけでなく、「リラックスしやすい状態を作り出せる」という良い点があります。 

しかし、無理強いされた読書では、上記のような効果は期待できません。 

たのがくでは、「まんが日本の歴史」をはじめ、「教養」・「雑学」・「図鑑」・「物語」など

の様々なジャンルの書籍をご用意しておりますので、「その日の学習に疲れた」・「興味のある

本を見つけた」・「知りたいことがある」というような時に、子どもさんが気軽に手に取って読

書を楽しめる環境となっています。また、椅子に座っての読書にこだわらず、寝転がっての読書

ができる環境をご用意するだけでなく、たのがくでの支援日以外のお日にちにも「たのがくへ好

きな本を読みに来る」という「気軽に読書を楽しめる環境」をご用意することによって、本を読

むことに対する気持ちのハードルを下げるよう努めております。 

(定期的に蔵書を追加してまいります) 

 

 

[(5)             の自習教室]  

「支援日としてお越しいただいている曜日以外のお日にち」にも、たのがくを「自習教室」とし

てご利用いただけるようになっております。(無料でご利用いただけます) 

「小中学校からの宿題などに、なかなかご自宅では取り組めない」というような場合や、「ご自

宅とは違う環境で学習に取り組みたい」というような場合に、ぜひご活用ください。 

 

 

[(6)             の延長学習対応]  

「提出期限が迫っている学校の宿題に取り組みたい」・「定期テスト学習に取り組みたい」・

「もう少し残って学習をしていきたい」というような子どもさんの「頑張りたい！」という気持

ちを大切にしたいため、長期休暇期間を含む全ての「たのがく営業日」において、「たのがく指

導後のお時間での延長学習」に対応いたします。(無料でご利用いただけます) 
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[   ]月[   ]日[   ]曜日の学習 

名前[                 ] 担当[          ] 
 

①今日の気分・体調はどうかな？ 

数字に○をつけよう！！ 

 

②「この数日内にあった楽しかったこと」・「これからする楽しそ

うな予定」を書いてみよう。楽しいことが無い時には、聞いて

もらいたいことを書いてもいいよ！(開始時の 5 分程度) 

 

                                                                                             

 

 

③今日の学習・取り組みを振り返ってみよう(終了前の 5 分程度) 

 

 

１時間目 

[学習したことや取り組んだこと] 

                                                

[できるようになったこと] 

                                                

[むずかしかったこと・できるようになりたいこと] 

                                                

 

 

2 時間目 

[学習したことや取り組んだこと] 

                                                

[できるようになったこと] 

                                                

[むずかしかったこと・できるようになりたいこと] 

                                                

 

[たのがくの学習記録表] 

指導開始時に、「その日の気分や体調」・「その日にあった出来事」などを子どもさん自身が記入し

てから指導に入ります。このようにすることにより、「指導前の子どもさんのご様子」を指導員が把

握することができます。 

また、指導終了時には「その日に取り組んだ学習内容・学習内容に対する理解度」を子どもさん自身

が記録をすることにより、「何ができるようになったのか」・「何が難しかったのか」に意識を向け

させるようにしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学習状況・理解状況」の報告書 

※①生徒が赤枠部分のみ記入をする(両面とも) 

※②両面に記入をして支援員に提出すること 

 

[記入日]20    年    月    日(   ) 

[生徒氏名(生徒記入)] [学年] 小学校 ・ 中学校[   ]年生 

[1 限目] 集中力 

[記入支援員名][          ]          ※支援員は青色で記入すること。 

[使用教材・学習した内容・学習範囲など] 

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

[学習状況・理解状況] 

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

[要報告事項・考えられる対処方法など(必ず記載してください)] 

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

[備考記入欄(1 限目の内容・支援員記入欄)] 
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[   ]月[   ]日[   ]曜日の学習 

名前[                 ] 担当[          ] 
 

①今日の気分・体調はどうかな？ 

数字に○をつけよう！！ 

 

②「この数日内にあった楽しかったこと」・「これからする楽しそ

うな予定」を書いてみよう。楽しいことが無い時には、聞いて

もらいたいことを書いてもいいよ！(開始時の 5 分程度) 

 

                                                                                             

 

 

③今日の学習・取り組みを振り返ってみよう(終了前の 5 分程度) 

 

 

１時間目 

[学習したことや取り組んだこと] 

                                                

[できるようになったこと] 

                                                

[むずかしかったこと・できるようになりたいこと] 

                                                

 

 

2 時間目 

[学習したことや取り組んだこと] 

                                                

[できるようになったこと] 

                                                

[むずかしかったこと・できるようになりたいこと] 

                                                

 

[たのがくの学習記録表] 

指導開始時に、「その日の気分や体調」・「その日にあった出来事」などを子どもさん自身が記入し

てから指導に入ります。このようにすることにより、「指導前の子どもさんのご様子」を指導員が把

握することができます。 

また、指導終了時には「その日に取り組んだ学習内容・学習内容に対する理解度」を子どもさん自身

が記録をすることにより、「何ができるようになったのか」・「何が難しかったのか」に意識を向け

させるようにしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[記入日]20    年    月    日(   ) 

[生徒氏名(生徒記入)] [学年] 小学校 ・ 中学校[   ]年生 

[2 限目] 集中力 

[記入支援員名][          ]          ※支援員は青色で記入すること。 

[使用教材・学習した内容・学習範囲など] 

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

[学習状況・理解状況] 

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

[要報告事項・考えられる対処方法など(必ず記載してください)] 

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

[備考記入欄(2 限目の内容・支援員記入欄)] 

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

 

[その他・要共有事項など(支援員記入欄)] 

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

 

 

 

[(7)       の学習報告書] 

支援員が「子どもさんの集中度・学習した内容・学習状況や理解状況・つまずきが見られる単

元・考えられる支援方法・他の支援員と共有したい情報」などの詳細を記録します。そしてその

記録をもとに、子どもさんに対する支援を常に最適化してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[(8)             でのデジタル学習教材活用]  

たのがくでは、デジタル学習教材 eboard を導入しておりますので、「好きな科目や得意な科目

は先取り学習をする」・「学年を遡って苦手な単元の復習をする」などのように、気軽に自分の

学びたい単元の学習に取り組むことができます。また、個別に ID とパスワードを発行しますの

で、ご家庭での自主学習などにも活用いただくことができます。 
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                                   の特徴 
・無料で全ての学年の学習を利用できる。(毎月の「利用料・寄付金」は弊社が負担いたします) 

・所属学年に関係なく、「予習・復習」のどちらにも利用できる。(学年を遡っての学習も可能) 

・得意科目や好きな科目において、現在までの学習内容を理解できている子どもさんであれば、

どんどん先取り学習に取り組むことができる。 

・学習内容が「基礎的内容」に特化しているため、各単元を短い時間で学習することができる。 

・1つの動画を数分間(5 分〜7分ほど)で見ることができるため、集中力が持続しやすい。 

・単元ごとに「動画・練習問題」が用意されているため、「動画を見て理解できたら、すぐに問 

題に取り組む」ことができる。 

・同じ問題に何回でも取り組むことができる。 

・動画を見ての理解が難しい内容については、支援員から追加指導・説明を受けることができる。 

・全ての生徒さんに ID を発行するため、ご自宅での学習や塾での自習などにも利用できる。 

・子どもさんの学習進捗状況を、支援員がリアルタイムで把握できる。 

・ご自宅に「インターネット環境・インターネット環境に対応した機器(パソコン・タブレット・ 

携帯電話など)」があれば利用可能。 

※機種や科目、単元によっては正確に表示されない場合もございます。 

・eboard専用の問題集(有料)が用意されているため、入力ではなく「書いて解く」こともできる。 

※プリンターをお持ちの場合には、ご家庭で印刷してご利用いただくことも可能ですが、枚数

が膨大になってしまう場合がございます。 

・専用ノートを使用しない場合、基本的には「タッチやクリックでの解答選択・キーボードでの 

解答入力」となるため、書くことに困難さを感じる子どもさんでも学習に取り組みやすい。 

・「書く」という作業が激減するため、同じ時間でより多くの問題に取り組むことができる。 

・解説に字幕を付けることが可能なため、聞くことに困難さを感じる子どもさんでも学習に取り 

組みやすい。 
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[(9)       のお預かり]  

「平日の学校休業日」や「春休み・夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中の日中(平日)」に子ど

もさんのお預かりをし、このお預かり時間内で「各小中学校からの宿題サポート」を実施いたし

ます。 

※宿題サポートを希望されない「お預かりのみ」にも対応いたします。 

 

 

[(10)       の PCテーマ学習]  

決められたテーマに沿って調べ学習をするのではなく、「自分が興味を持っていること」を「自

主的に調べてまとめる(レポート作成)」ことにより、楽しみながらパソコン操作やWordの使用

方法を身につけることができるだけでなく、「調べる力・まとめる力」も身につけることができ

ます。(原則として「お預かり・不登校支援」での実施) 

 

 

[(11)       のモノづくり]  

ペーパークラフトやプラモデルなどを組み立てることを通して、手指の巧緻性を高めるだけでな

く、「説明書を読んで想像する力」・「見通しを立てて考える力」・「空間での位置関係を把握

する力」・「集中して取り組む姿勢」などを養い、さらには「物を作って出来上がった時の達成

感や喜び」も体験することができます。 

(原則として「お預かり・不登校支援」での実施・実費のみご負担ください) 
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[(12)       のお絵描き]  

色鉛筆や色ペンを使って画用紙に描くだけでなく、iPad と Apple Pencil を使用して、デジタ

ルでもお絵描きを楽しむことができます。絵を描くことが得意な子どもさんはもちろんのこと、

絵を描くことが苦手な子どもさんでも、取り込んだ画像をトレースすることによって、気軽に絵

画・イラスト作成などを楽しむことができます。 

また、デジタルを活用することにより、デジタルパレットで無限に色を作り出して塗ることがで

きたり、画材道具の事前準備や片づけをしたりする必要もないため、手軽に取り組むことができ

ます。(原則として「お預かり・不登校支援」での実施) 

 

[(15)       の送迎]  

「遠方からでも通いたい」という要望にお応えするため、たのがくでは子どもさんの送迎をして

おります。 

「ご自宅からの距離」・「お越しいただく時間帯」・「ご家族の方による送迎の可否」・「子ど

もさん本人による通塾の可否」などによってはお受けできない場合もございますが、まずは気軽

にご相談ください。子どもさんお一人での通塾が難しい場合のお力になれるかと思います。もち

ろん送迎代金は無料となっております。 

(原則として「お預かり・不登校支援」での実施) 

 

[(16)      の選択式通塾(不登校支援)]  

「前日の夜や当日の朝、行きたくなったら行く」という「①前日・当日申し込み」と、「前もっ

て決めた曜日・日付に行く」という「②まとめて申し込み」の「2種類の通塾パターン」をご用

意しております。 

子どもさんの気持ちが不安定な状態である場合、「前もって行く日を決める」ということ自体が

プレッシャーとなってしまい、「小中学校にも、たのがくにも通えない」というような状況を引

き起こしてしまう恐れがあります。このような状態になることを避けるため、「今日(明日)行き

たいから行く！」という子どもさんを受け入れることができる体制を整えました。 

(原則として「不登校支援」での実施) 
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[(17)       のリラックススペース]  

休み時間や学習に疲れたときなどに、横になって体を休めることができるスペース(約 6㎡)をご

用意しております。ほんの短い時間でもリラックスできる環境に身を置くことにより、気持ちを

リフレッシュさせて学習に取り組むことが可能になります。 

(リラックススペースの設置は静岡教室のみ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[(18)       の進路指導と中学卒業後のサポート] 

弊社の学習塾部門である「静誠学習塾」と連携をし、「子どもさんの学力や特性・将来の希望や

目標」などに合わせて、「静岡市内・静岡県内の私立中学校・各種高校(私立・公立・通信制)」

への受験対策のみならず、「静岡県外の通信制高校」への受験に関しても、「進路決定に必要な

多くの情報を提供させていただく」・「高校と保護者様・子どもさんの間を取り持ち、子どもさ

んに適する学校の提案をさせていただく」などのサポートをしております。 

また、弊社の高校生部門である「凸育支援塾 Grip」では、各種高等学校への入学後の「学業・

レポート作成」などに安心して取り組むことができるよう、そしてスムーズに進級・卒業ができ

るようにもサポートをするだけでなく、わせがく高等学校の提携認定校として高校進学へのサポ

ートをしてまいります。 

 

 

 

 

凸育支援塾 Grip(たのがく高校生部門)は 

「わせがく高等学校」の提携認定校です 
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通信制の高等学校のデメリット(困難さ)として、「自ら学習時間を確保して学ぶ必要がある」こ

とが挙げられるのですが、中学時代まで慣れ親しんだ「たのがく」内の「凸育支援塾 Grip(わせ

がく高等学校提携認定校)」に通うことにより、「高校入学後の学業・レポート作成・定期テスト

対策」などに対して、支援員からのサポートを受けながら、日々の学習に安心して取り組むこと

ができるため、無理なく高校卒業資格を取得することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.wasegaku.ac.jp 

✨「わせがく」で検索してください✨ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の QR コードからもアクセスできます 
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生井までご連絡ください 保護者様との面談日調整 

保護者様との面談実施(1 回目) 

子どもさんの困難・お悩みなどをお聞きします。また「たのがく」について 

詳しくご説明をさせていただきます。(子どもさんの初来塾日を調整) 

子どもさんの来塾(チェックテストの実施や各種支援の開始) 

※1 ヶ月間(最大 4 回分)は無料体験とさせていただきます。 

保護者様との面談日調整 

保護者様との面談実施(2 回目) 

チェックテストの結果や学習の進捗状況・支援中のご様子などを元に、子どもさ

んの現状や今後の見通し、具体的な支援方法などについてお話をさせていただき

ます。 

保護者様との面談日調整 

         に入るには？ 
まずは「生井(なまい)」まで直接お問い合わせください。 

[電話]054-247-0999 [E メール]tanogaku.szk@gmail.com 

※メール送信後、24時間経過しても生井からの返信が無い場合には、メールトラブルの可能性 

がございますので、お手数をお掛けいたしますがお電話にてお問い合わせください。なお、留 

守番電話の場合には、メッセージ(お名前・ご用件)を残していただけますようお願いいたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GRIPキッズ静岡校・静誠学習塾の子どもさん 

たのがく入塾までの流れ 


